第27回　施設処遇検討会議　議事録　H22.12.27

13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：小坂和子・中村文洋・木村春子・小笠原嘉紀

・須々田珠実・馬渕豊子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M長谷部S.G.M
・上平ユリ子）

記　録：須々田珠実
議題

１：清川厚子様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：中村与一郎様　　（青風荘入所者様）の処遇について

１：清川厚子様　（青山荘入所者様）の処遇について
病名：軽度知的障害、情緒不安定性パーソナリティー障害　　合併症：糖尿病（19単位）、白内障

＜問題点・介入方法＞

①健康管理（糖尿病・おやつは事務所預り）

・ウォーキング・散歩

・毎日の体重測定

①毎日の体重測定

　　　毎朝体重測定を行い記入する。

②1日360ｋcalまでの間食を守るようにと、主治医より指示があり、訪問看護よりノートを預かり記入している。きちんと出来ているか確認する。

③間食前にウォーキングを20分行う。ウォーキングを行わずにおやつを貰いに来られることもある為、その都度振り返りを行う。

④散歩

　スケジュールに散歩を取り入れていく。
②左足の親指の巻爪があり皮膚科受診

　頭皮垢についても診て貰う

入浴（月・水・金）

①左足親指の巻爪があり皮膚科受診する。

②頭皮垢についても観て貰う。

③入浴は（月・水・金）と決めて、スケジュールに取り入れていく。拒否がある場合には、本人のペースに合わせながら、介入していく。

③洗濯は入浴後に行い、出来ていない時は声掛けし、介入していく。

＜評価＞

現在はスケジュールに沿って日課を行えているが、入浴や間食量のノートへの記載に関して拒否的になることもある。服薬管理、整容、糖尿病の食事管理、金銭管理を重点的に指導し、身の回りのことが自立して出来るように習慣付ける。荘内では、基本的にスケジュールに沿って活動することを意識付けながら生活リズムの確立を図る。外泊時の様子を聞くと、単独で市内中心街に外出しカラオケを行ったり、買い物をしたりと自由に過ごしており、自宅での夫様との関わりが少ない様子もある。自由に過ごす時間だけでなく、外泊の目的を持たせるため外泊中の課題を立てて取り組んでいただく（家事の手伝いなど）。夫様にも課題を伝え、外泊時の取り組み状況を報告していただくよう依頼し、本人の支援に介入してもらう機会を作っていく。

２：　中村与一郎様（入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：高コレステロール血症、高ＬＤＬＣ血症

＜問題点・介入方法＞

①　 身の回りの整理整頓が上手くできない。

・休日には必ず、自室の掃除と整理整頓をする習慣を身につけていく。

· 自室の掃除が出来ていない時は声かけから、清掃を促していく。また、掃除が難しい場所についてアドバイスを交えながら、一緒に掃除を行う。

· 身の回りの衣類や物品の数量を、定期的に把握していく。

②　生活リズムが乱れる事がある（起床時間の遅れ）

· 起床時間が遅れた回数などの表を作成・参考にして面談を行い、生活リズムの安定を意識付け、意欲の向上を図る。

· 余暇の活用については徐々に定着してきており、今後も継続していけるよう支援していく。
③　金銭管理が難しい。（購買欲求のコントロールが難しい）

· 購入前に必要な物かどうか、商品金額をあわせて考えた上での検討を行っていく。
· 定期的に小遣い帳の確認を行い、小遣い残金を考えた上で買物をする習慣を身に付けていく。

④不安なことに体調を左右されやすい（環境の変化や指導に対して）

· 環境変化や指導内容によっては体調不良を訴えることがある為、話し合いを十分に行いステップアップ・プログラムを取り入れていく。

· 定期的な面談や普段の会話からプログラムを取り入れた後の不安や不満の解消に努める。

＜評価＞

上記の問題点については、入所時から比較すると徐々にではあるが改善も見られて来ており、現在の生活環境では概ね安定した生活が営めるようになってきている。しかし、本人の希望であるグループホームへの入居を考えると、現状の生活能力では不足している面も多いことから、施設体系移行後は、青山荘の新施設体系サービスの利用も視野に入れていく。その際には、本人の問題点を焦点化し支援が必要なポイントを伝達できるようにしておく必要がある。環境や指導に対して状態が不安定となることへの介入としては、デイケアでの対人交流場面（同年代のメンバーと共通の趣味を通した交流がある）を活用し、対人関係能力を向上できるようデイケアでの過ごし方についての検討も必要と思われるため、スタッフに協力を依頼する。







